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1 .はじめに

6学年理科C地球と宇宙Jではラ野外での地層の直接観察を重視し

ている(白井， 2000).小笠@掛川地域は雪野外での地層観察には最も適した地域である.既

は児童が見学できる適切な露頭(白井， 1997， 1999， 2000， 2001， 2002， 2003b， 2004b)やヲ

(白井， 1998a， 1998b， 2003a， 2004a， 2005)を報告した.今回は白井

(2004b)で報告した掛川市桶田で観察できる五百済火山灰層の新たにわかった特徴じ菊川市(旧

小笠町)河東で観察できる五百済火山灰層の特徴を記載し，その特徴から考えられることを述べ，地

を提供する.

2.掛)1¥市梅田の五百済火山灰麗が観察できる露顕の記載

井 (2004b)で報告した掛川市楠田の露頭を「桶田露頭 2J， 

に出現した露頭を「橋田露頭 1Jと呼ぶ(図 1).桶

できる五百済火山灰層の走向傾斜等は出井 (2004b)で述べた.

きの崖でヲ高さ約15mヲ幅約40D1である.

により桶

橋

2の

国 1.橋田露頭 1及び梅田露頭2全景.東側が橋田露顕し西側が橋間露顕2.

桶田露頭 2では，五百済火山灰臆上部 2~ 9 (白井@木宮， 1990)が観察できた(白井， 2004b) 

が，図 1 に示すように，新たに五百済火山灰層上部 1~2 も観察できるようになった.桶田露頭 1 で

は五百済火山灰層下部A~D (白井@木宮 1990)が観察できる(図 1).模式柱状図(図 2)には，

五百済火山灰層下部A~D と五百済火山灰層上部 1~2 を柱状図の左側にA~D と 1~2 で示した.

また，五百済火山灰層を挟在する堀之内属は五百済火山灰層上部 lより下位の層準で観察できるが，

その特徴はほとんど変わらない@従って，図 2では五百済火山灰層下部Bより下位の罵準の堀之内層

と，五百済火山灰賭下部Bの上位，五百済火山灰層下部Cの下位と上位予五百済火山灰層下部Dの下
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位と

たそのほか

1の下位の堀之内層の砂層@

した.次にヲ

る.

1セットだけを記載した.観察でき

五百済火山灰層下部A~D ，

1~2 のJI嬰に

ノレト層との

~4cm のもの

ともある e

いがラ 10~20 C111 

つ

ム

ツ

」るす

していることが多くラ

イズの軽石や木片が並ん

さることもでいることがある.

ある@

シルト層はラ 10~30 cm 

2~6cm のことがある。

ユることがある.

A (留 3) はj皆j学 iりわ cm，

より 16.21m 下位の堀之

中に挟在する。極縮粒砂径火山灰層とシルト経火

ヵヨラ

る

カレントリッ

きる@平行葉理にそって細際サイズの軽石が並ん

でいる a カレントリップノレは波長10cmラ

crnである@極細粒砂径火山灰層の

を示す。シノレト径火山灰層は塊状である@

山灰層下部B (関心は!智津山 cr九

より 11.83 1n下位の堀之

中に挟在する@極細粒砂径火山灰層とシルト径火

ム極結粒砂径火山灰層には

色平行葉理にそって結擦サイ

ズの軽石が並んでいる@極細粒砂径火山灰層の下

底面は浸食を示す@シルト径火山灰層は塊状で，

木片を含むことがある.

五百済火山灰層下部c(図 5)は鰐j字.:Sdcm， 

五百済火山灰層上部より 8.86m下位の堀之内

中に挟在する.極細粒砂径火山灰層とシルト径火

との互層である.極細粒砂径火山灰摺には

平行葉理ラ波状葉理ヲカレントソップノレが観察で

きる@平行葉理にそって細際サイズの軽石や木片

しユ

留に五百済火山灰層下部A
スケ…jレは34cm.

図 4.五百済火山灰層下部 B (楠田露頭 1).
スケールは21cm. 

国 5.五百済火山灰層下部c(横田露頭 1).
スケールは100円硬貨.
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が並んでいる@カレントリップルは波長 5cm，波高 1cmである@極細粒砂径火山灰層

食を示す@シルト径火山灰層は塊状であるがヲ 1層でコンボルート構造(徳橋， 1998)が観察できる@

山灰層下部Dは層厚64CI九五百済火山灰濡上部より 4.911TI下位の堀之内層中に挟在す

ム下位より下底面は浸食を示す層厚 2cm，塊状の極細粒砂径火山灰層@層厚18ClTI雪塊状のシノレ

ト径火山灰居.下底聞は浸食を示す層厚12cm，平行葉理の発達する極細粒砂径火山

cm雪塊状のシルト径火山灰層が重なる e

五百済火山灰層上部 1(図 6)はj器庫b4ClTI警

極細粒砂径火山灰層とシルト径火山灰層と

である.極細粒砂径火山灰層には平行葉理予カレ

ントリップル型クライミングリップル(徳 IJhlJ， 

1998)が観察できる@カレントリップノレは波長12

cm，波高 2cmである.平行葉理にそって縮機

サイズの軽石が並んでいる.極細粒砂径火山灰層

の下底面は浸食を示す.シルト径火山灰層は塊状

であるが事 1層で波状葉理が観察できる.

図 6.五百済火山灰層上部 1 (楠田露頭 2).
クライミングリップルが観察できる.ス
ケールは100円硬貨.

五百済火山灰層上部 2は!皆浮乙乙4cm， の特徴は白井 (2004b)に述べた@今回 と

基底部 2cmに縮際サイズ していることがわかっ，~.

3 .菊)11市河東の五百済火山灰層が観察できる露顕の記載

に記載する は，小笠町河東(図 7)にある東一西に伸びた北向きの崖で雪高さ約10m， 

国 7.河東露顕位置国(国土地理院発行 2万5千分の l地形図 f下平}IIJ). 女 =i可東露頭位置
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シルト層①~⑥は波打つ

さは約10m. 

92 

は 30~40百九

f 
乙工J
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(1990) 

る@'j:; :r のLoc.24と

の悶 1を

していただきたい.河東露頭へ行くには，

つジャストラインパス御前

(1997) については

11駅からしJR 

き@浜岡(御前崎海洋センタ

るとよい.き)

済火山灰層上部16では 6枚のシノレト

る.これらのシルト層を下位より「シルト

~ rシルト層⑥」と呼ぶ@模式柱状関(図 9)に

五百済火山灰層上部16を柱状図の左側に16，

シルト層①~⑥を柱状図の右側に①~⑥

た.次にヲ五百済火山灰層上部16ラ

にその特徴を記載する@

五百済火山灰層上部16は謄厚4.8m以上，火山

灰質粗粒砂層中にシノレト層①~⑥を挟む.

①(層厚18cm) とシノレト庸②(層厚10cm) 

は大きく波打ちラ露頭中央部でのみ観察でき，シノレト層の両端は火山灰質粗粒砂躍中に消滅する.

cm) は波打ち，露頭中央部では大藤~中擦サイズのシノレトブロックに破断されて

留11に示すような脱水構造(徳橋， 1998)が発達する.脱水構造は上位の火山灰質粗

mm 
ナ
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

の上位， 1997) 

(図 8). 国 8に

1990 : 

G 

き

し

のJI慎

したように，っている

は，

図 9.河東露頭の模式柱状図.柱状回中の16及
び①~⑥については本文参黒，凡例は国

2参照.

シルト

シ

ノレト層③

(図10).いる
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思10. シルト膚③の破断.大探~中燦サイズ
のシルトブ口ックに破断されている.

露頭中央部で観察できる.スケールは

20cm. 

国11.脱水構造.圏中の縦線のように見えるの
が脱水構造で、ある.シルト層③で観察で

きる@脱水構造は上位の火山灰質粗粒砂

に続いている.スケールは20cm. 

中に続いている場合がある@シノレト属③は平行葉理が観察できる火山灰質極細粒砂層を挟む@

シルト層④(溜厚20cm) は波打ちラ露頭中央部で破断されている@シルト層⑤は波打ちヲ

30cmヲ露頭東側では層厚が 3cmと薄くなりヲついには火山灰質粗粒砂層中に消滅する@シルト

⑥(層厚20cm) は波長 2民波高50cm程度に大きく波打つ@このようにシルト層①~⑥が波打っ

たりヲシノレト庸①②⑤が消滅したりヲシルト層③④が破断されたりしているがヲ柱状関(図 9)中に

図12.漏斗状構造.シルト層②直上の火山灰
質粗粒砂題中で観察できる@スケール

は45cm.

していない@

火山灰質粗粒砂層はラ縮機サイズの軽石

に含んでいる@シルト層②直上の火山灰質粗粒砂

では関12に示すような漏斗状構造(徳橋，

1998)が発達したりラ!留厚10ClTIのシルト層ブ

ロックを 2枚合んだりラ中探サイズのシルト傑を

りしている@シルト層③直下の火山灰質粗

粒砂層で cmにわたり縮機サイズの軽石

-6-

し雪中際サイズのシルト擦も含んでいる@

山灰質粗粒砂層では図13に

図13.皿状構造.上に凹型の葉理群が上方への

脱水作用があったことを示している.シ

ルト層③直上の火山灰費粗粒砂層中で観

察できる@スケールは25cm。



92号 (2005)

図14.脱水構造.平行葉理を切って脱水構造が
縦方向に発達している.一部は上に出裂
の血状構造になっている.シルト層④直
下の火山灰質粗粒砂層中で観察できる.
スケールは20cm.

図15.血状構造.中磯サイズのシルト磯が含ま
れている.堀之内層の極細粒砂層中に観
察できる.スケールは25cm.

紹諜サイズの軽石が垂直方向に流れたように並んだ、りしている.シノレト層④直下の火山灰質粧粒砂層

では平行葉理を切って脱水構造(図14) が発達している.シルト層④寵上の火山灰質粗粒砂層には平

している.シノレト層⑤直上の火山灰質組粒砂層では血状構造が発達したり，大磯サイズ

のシルト擦を含んだりしている.

堀之内層は極細粒砂層とシルト層と

のでは60~70 cmである.

のシルト擦を含むことがある.

では20~40 Clllの層厚を示し，塊状である.

4.考察

である.櫨細粒砂層の いもので 4cm，厚いも

(図15)が観察でき，細諜サイズの軽石や中探サイズ

を示す.シノレ i、層は，薄いもので10cm前後，厚いもの

(1)掛川市楠田で観察できる五百済火山灰層について: 山灰層下部Aは岩滑II火山灰

日ほか， 1996:柴ほか， 2000)，五百済火山灰層下部Bは岩滑III火山灰層型五百済火山灰層下部

Cは岩滑IV火山灰層，五百済火山灰層下部Dは岩滑V火山灰層に対比できると考えられる.五百済火

2の極細粒砂径火山灰層で観察できるクライミングリップルは，充分な砕屑物粒子が流れ

に供給され，運搬されつつ沈積が進行するという条件下で形成される(徳橋， 1998).五百済火山灰

， cラ五百済火山灰層上部 1の極細粒砂径火山灰層で観察できるカレントリップルから得ら

れた古流向は北北西→南南東または北北東→南南西を示し，白井@木宮 (1990) の報告と矛盾しな

い.橋田露頭 2は「大地のっくりと変化Jの学習のために観察するには適していると述べた(白井，

2004b)が，橋田露頭 1が出現し更に観察に適する露頭となった.

(2)菊)11市汚東で観察できる五百済火山灰層について:白井@木宮 (1990) は，五百済火山灰層が

分布する北部地域に一時的に堆積したであろう五百済火山灰層上部10~15が大規模な海底地滑りに

よって崩落し，それらが五百済火山灰層上部16として南部地域に再堆積したものと推定した.河東露

頭の五百済火山灰層上部16のシルト層①②④はシルト層ブロックである.シノレト鰭③は火山灰質極細

粒砂層を挟む互窟状ブロックヲシルト層⑤⑥はシルト層ブロックと考えられる.火山灰質粗粒砂層で

血状構造，平行葉理を切った脱水構造，漏斗状構造，垂直方向に流れたように並んだ、縮機サイズの軽

石，層厚10cmのシルト層ブロックヲ中探~大磯サイズのシルト擦が観察できる.これらのことは

井@木宮 (1990) の報告と違いはない.河東露頭では，堀之内層と五百済火山灰層とを比較観察する

-7-



ことができる.湾東露頭は「大地のっくりと変化J

れム

のために観察するには適していると考えら

5 . まとめ

(1) :橋田露頭 l では堀之内層，五百済火山灰層下部A~Dが観察でき，楠田露頭 2 では塘之内層雪

五百済火山灰層上部 1~2 が観察できる.

(2) :河東露頭では五百済火山灰層上部16，堀之内層が観察できる.

(3) :桶田露頭 1，橋田露頭れ河東露頭は「大地のっくりと変化j

頭である@

引用文献

るのに過した

口保文@古川周作@笹尾英嗣@長橋良!盗(1996):静岡県の鮮新…更新統掛JlI層群上部の火山灰層と

その広域対比.地球科学， 50， 483-500. 

柴正博@渡遅恭太郎@横山謙二@佐々木昭仁@有働文雄@ (2000) :掛JlI の火山

.海@人@自然 2. 53-108. 

白井久雄 (1997):五百済凝灰岩層に見られる乱培積について.静問地学， 76， 21-34. 

井久雄 (1998a):小学校第 6学年理科「土地のっくりJにおける地層観察の

して 77. 11-20. 

(1998b) :小学校第 6

掛JlI

白井久雄(1999): 

はどのようにしてできたのかJ(土地のっくり)の授

をつくろうの実践を通して一.静岡地学， 78， 17…28. 

I1インタ…チェンジ周辺の地層について.静岡地学， 80， 11-18. 

白井久雄 (2000): と掛川市西郷(大日層@宇刈層)に児られる地層について.

静陣地学， 82， 13-20. 

井久雄 (2001):掛川市千羽に見られる (満水層@ 山灰層)について.静陣地

84. 37-42. 

白井久雄 (2002):化石を取り出そう!- 12002桔梗が丘@科学の祭典jでの取り組み一.静岡地学，

86. 39…44. 

白井久雄 (2003a):小学校第 6学年理科「大地のっくりと変化j 掛JlI 日層@宇刈層の

を過して….静岡地学， 87， 63-70. 

白井久雄 (2003b):大東町大坂(小笠層群小笠山 と菊川町堀之内(掛JlI 内層)に見ら

れる地層について.静問地学， 88， 37-42. 

井久雄 (2004a):小学校第 6学年理科「大地のっくりと変化Jの 子どもの授業後の感想、を

中心に一.静岡地学， 89， 5-1l. 

白井久雄 (2004b):掛川市楠田に見られる五百済火山灰層について.静間地学， 90， 13-2l. 

白井久雄 (2005):小学校第 6学年理科(大地のっくりと変化jの授業一地眉観察 単元終了後に児

意が地面の下をどのように認識したか….静間地学， 91， 15-22. 

8 



92号 (2005)

とそ

新版

6-29 

-9-


